
 

 

「地域における男女共同参画に関する研修事業」 

実施報告書 
 

 

特定非営利活動法人全国女性会館協議会御中 

下記のとおり、報告いたします。              報告日  2016年12 月19日 

 

１ 施設概要 

施設名 小牧市まなび創造館女性センター 

代表者名・職名 船橋 嘉成 ・ 館長 

住所 

(〒４８５-００４１ ) 

愛知県小牧市小牧三丁目５５５番地 

電話 

（０５６８）７１－９８４８ 

FAX 

（０５６８）７１－９８４０ 

担当者名・職名 

主担当 

坪井 麻紀 ・ 係長 

E-mail 

manabi@city.komaki.lg.jp 

他の担当者（主担当以外に関わる方がいる場合）と役割 

E-mail 

 

２ 事業の概要 

事業名 
情報事業担当者のための課題解決・実践研修 

「男女共同参画センターの情報事業を再構築する」 

趣旨、ねらい 

・男女共同参画センターにおける情報事業の現状と課題を把握し、時代と地域のニ

ーズにあった情報事業を再構築する力をつける。 

・それぞれのセンターで実施している情報事業を棚卸し、今後の展開の方策を見出

す。 

対象者と定員 

男女共同参画センター等の情報事業担当者 

行政の男女共同参画担当者 

図書館員 

男女共同参画センターの情報事業に関心のある人 等 

定員：30人 

実施日 2016年11月24日（木）・25日（金） 

 

mailto:manabi@city.komaki.lg.jp


 

 

 

プログラム概要と

実参加者数 

1回ごとの内容、講師、時間配分等プログラムの概要 

◆11月24日（木）13:00～17:00 

【オリエンテーション】13:00～13:10 

  ・主催者あいさつ、研修のねらいとプログラム紹介等 

 

【講義１】13:10～14:25 

「男女共同参画センターの情報事業の現状」 

・男女共同参画センターにおける情報事業の位置づけと役割、情報事業の現状

と背景 

講師：桜井陽子（（特非）全国女性会館協議会） 

 

【ワークショップ１】14:30～16:00 

 「情報事業の棚卸しと情報事業のアイテムマップ作成（ワーク）」 

  ・自センターで実施している情報アイテムの一覧を作成し、その成果を自己評

価、情報事業の現時点の課題を抽出 

  ・作成した情報アイテム一覧をもとに、情報アイテムをカテゴライズし、男女

共同参画センターの情報事業全体を把握するマップを作成 

ファシリテーター：坪井麻紀（小牧市まなび創造館職員）・桜井陽子 

 

【講義２】16:00～17:00 

 「ＳＮＳ活用の現状と課題」 

  ・ＨＰ，Ｆａｃｅｂｏｏｋ，ｔｗｉｔｔｅｒ等の活用法とその成果、課題を把

握 

 講師：久保智里（（公財）京都市男女共同参画推進協会職員） 

 

【研修終了後】 

  ・小牧市まなび創造館館内案内（17:10～17:30） 

  ・情報交換会（18：00～） 

 

◆11月25日（金）10:00～15:00 

【講義３】10:00～11:00 

 「ウィルあいち情報ライブラリーの徹底活用」 

  ・愛知県内の男女共同参画センターの中核的存在である「ウィルあいち」の情

報ライブラリーの徹底的な活用方法を紹介 

 講師：辻知里（（公財）あいち男女共同参画財団職員） 

 

【講義４】11:00～12:00 

 「ＮＷＥＣ活用法」 

  ・各地の男女共同参画センターが活用できるＮＷＥＣの情報関連サービスを紹

介 

 講師：山崎裕子（（独）国立女性教育会館情報課情報係長） 

 

【ワークショップ２】13:00～13:30  ※当日13:00～14:00に変更 

 「情報事業マップの発表と意見交換」 

  ・ワークショップ１で作成した情報事業アイテムのマップを発表 

 ファシリテーター：坪井麻紀・桜井陽子 

 

 



 

 

【ワークショップ３】13:30～14:30  ※当日14:00～14:40に変更 

 「情報事業の再構築（個人ワーク）」 

  ・これまでの講義とワークショップを踏まえ、自センターの情報事業を、セン

ター全体の事業、地域の社会資源との連携、協働の関連から再構築し、自セ

ンターの次年度情報事業の事業計画を作成 

 ファシリテーター：坪井麻紀・桜井陽子 

 

【意見交換】14:30～15:00  ※当日14:40～15:00に変更 

 「男女共同参画センターにおける今後の情報事業」 

  ・研修受講の動機や感想、研修を受講しての気づき、今後の取り組みや抱負等

を参加者一人ずつ発表 

  ・研修のまとめ 

 ファシリテーター：桜井陽子 

 

実参加者数 
11月24日（木）19名（講師を含む） 

11月25日（金）19名（講師を含む） 

アンケート結果の

概要 
別紙のとおり 

担当者所感 

・情報事業に携わる専任の職員がおらず、日常業務に追われるなか、図書・資料等

の収集や男女共同参画に関する情報の提供を行ってきましたが、収集した図書・

資料等の整理方法や情報の提供方法について「このままではいけない」という思

いがありました。また、男女共同参画推進施設として「人と情報が集まる場所」

の利点を活かし、情報の発信基地として、さまざまな専門分野のプロと連携する

ことによって充実した情報が、ネットワークとして活用されること、欲しい人に

欲しい情報を伝えることができるようになること、年代・環境に合わせた情報発

信を使い分けることの可能性を探ることを目的に応募しました。 

・今回、研修プログラムの企画の段階から携わることができ、自館の抱える課題や

今後展開しようとしている内容を反映させることができたこと、自館の職員の可

能な限りの参加により、男女共同参画センターの情報事業とは何か等、目的や課

題の共有化を図ることができたことは、課題解決や今後の事業の構築に役立てる

ことができ非常に良かった。 

・近隣センターの参加が少なかったことが残念でしたが、普段交流できない遠方の

参加が多かったことにより、さまざまな情報事業についての考え方や実施方法に

ふれることができ、参考になることが多かった。 

 

 


